
妻の浮気発覚後の対処マニュアル 

離婚を防ぐために最初の 72 時間で知っておきたいこと 

 

はじめに 

妻の浮気が発覚した直後、多くの夫は強い怒りや悲しみ、裏切られたショックから冷

静な判断ができなくなります。 

「すぐに理由を聞きたい。」 

「本当のことを全部話してほしい。」 

「今すぐ浮気相手と別れさせたい。」 

その気持ちは当然です。 

しかし、実際のご相談では、この最初の数日間の対応によって、その後の夫婦関係

が大きく変わっています。 

離婚を回避できたご夫婦には共通点があります。 

それは、浮気そのものよりも、発覚後の対応で相手の苦手意識を強めなかったことで

す。 

反対に、毎日のように問い詰めたり、長文の LINE を送り続けたり、行動を監視した結

果、妻が完全に心を閉ざしてしまったケースも少なくありません。 

このマニュアルでは、夫婦関係を修復できる可能性を残すために、妻の浮気発覚直

後に避けるべき行動と、実際の相談現場で効果があった初期対応をまとめていま

す。 

今は感情で動く時期ではありません。 



まずは妻の心理状態を理解し、夫婦関係をこれ以上悪化させないことが最優先にな

ります。 

 

第 1 章 

妻の浮気発覚後、最初の 72 時間が今後を左右する 

浮気が発覚すると、多くの夫は「今すぐ話し合わなければならない」と考えます。 

しかし、実際には妻も強い警戒心を抱いています。 

責められる。 

怒鳴られる。 

離婚を迫られる。 

自由を奪われる。 

そのような不安から、防衛的な心理状態になっていることが少なくありません。 

この段階で感情的な話し合いを繰り返しても、本音を聞き出せる可能性は低くなりま

す。 

むしろ、「もう話し合いたくない」「一緒にいることが苦痛」と感じさせてしまい、別居や

離婚への気持ちを強めてしまうケースが多くあります。 

実際のご相談でも、浮気そのものより、発覚後数日間の夫の対応が離婚の決め手に

なってしまったケースを数多く見てきました。 

だからこそ、最初の 72 時間は問題を解決する時間ではありません。 

これ以上関係を悪化させないための時間です。 

この期間に必要なのは、浮気を問い詰めることではなく、妻に「これ以上追い詰めら

れない」という安心感を与えることです。 



そのために、次章で紹介する 8 つの初期対応を徹底してください。 

どれも難しいことではありません。 

しかし、この基本を守れるかどうかで、その後の話し合いができる夫婦になるのか、そ

れとも完全に心を閉ざされるのかが大きく変わります。 

第 2 章 

浮気発覚直後に守るべき 8 つの初期対応 

浮気が発覚した直後は、「何とかして関係を元に戻したい」という気持ちから行動量が

増えてしまいます。 

しかし、その行動の多くは妻にとって「監視されている」「責められている」「自由を奪

われる」という印象につながります。 

ここで紹介する 8 つの対応は、妻の浮気を許すための方法ではありません。 

これ以上苦手意識や警戒心を強めないための初期対応です。 

夫婦関係を修復するためには、まずマイナスを増やさないことが重要です。 

 

1 無理に話しかけない。ただし挨拶は続ける 

浮気発覚後は、理由を聞きたくなるものです。 

しかし、 

「どういうことなの？」 

「なぜ浮気した？」 

「いつからだった？」 

という会話を何度も繰り返すほど、妻は防衛的になります。 



一方で、完全に無視をすると、 

「もう修復する気がない」 

「敵意を向けられている」 

と受け取られることがあります。 

そのため、 

「おはよう。」 

「お帰り。」 

「おやすみ。」 

などの日常の挨拶だけは続けてください。 

必要以上に会話を増やさず、必要最低限の接点だけを維持することが重要です。 

 

2 外出先を執拗に聞かない 

妻が外出すると、不安になるのは当然です。 

しかし、 

「どこへ行くの？」 

「誰と会うの？」 

「何時に帰る？」 

「写真を送って。」 

このような確認を繰り返すほど、妻は監視されていると感じます。 

浮気を疑っていることを伝えても、信頼関係は回復しません。 



行動確認を繰り返すことは、不安を解消するためではなく、自分の不安を妻へ押し付

けている状態になりやすいのです。 

 

3 自分の予定は必ず口頭で伝える 

夫婦関係が悪化すると、お互いが何を考えているのか分からなくなります。 

だからこそ、自分の予定だけは簡潔に伝えてください。 

例えば、 

「明日は仕事が終わったら真っすぐ帰るよ。」 

「午後から実家へ行ってくる。」 

「土曜日は子どもを迎えに行く。」 

という程度で十分です。 

相手に行動を聞くのではなく、自分の予定を伝えることが安心感につながります。 

 

4 疑心につながる発言を控える 

妻の表情や態度を見て、 

「まだ連絡しているの？」 

「また会うつもり？」 

「本当のことを言っていないよね。」 

と聞きたくなることがあります。 

しかし、このような言葉は、妻に「何を言っても信じてもらえない」という印象を与えま

す。 



疑う気持ちは自然です。 

だからこそ、その疑いを毎日言葉にしないことが重要です。 

 

5 LINE・メールは 70 文字以内にする 

実際のご相談では、長文の LINE によって関係がさらに悪化したケースを数多く見て

きました。 

長文には、 

言い訳 

説得 

謝罪 

引き止め 

感情 

が混ざりやすくなります。 

その結果、読む側は大きな心理的負担を感じます。 

連絡が必要な場合でも、 

「今日は帰りが少し遅くなります。」 

「子どもの件、了解しました。」 

程度の短い連絡に留めてください。 

謝罪や夫婦関係についての話し合いを LINE で行うことは避けましょう。 

 

6 親族や知人を巻き込む発言をしない 



「お義父さんにも相談する。」 

「あなたの両親に話そうと思う。」 

「共通の友人にも聞いてもらう。」 

このような発言は、妻を追い詰めます。 

浮気問題は夫婦間の問題です。 

第三者を利用して説得しようとすると、妻は味方を失ったと感じ、防衛反応を強めま

す。 

相談すること自体が悪いわけではありません。 

しかし、それを妻への圧力として使わないことが重要です。 

 

7 条件付きの話し方をしない 

夫婦関係が悪化すると、 

「もし別居したら…」 

「このままだったら離婚だ。」 

「浮気相手と別れないなら…」 

という前提で話してしまう方が少なくありません。 

しかし、このような「例えば」で始まる話は、妻に最後通告として伝わりやすくなりま

す。 

まだ結論が出ていない段階では、条件を突き付けるよりも、現状を落ち着いて受け止

める姿勢が必要です。 

 

8 妻のスマートフォンを無断で操作しない 



浮気を疑えば、確認したい気持ちは理解できます。 

しかし、無断で操作したり、未読のメッセージを開いたりすることは避けてください。 

仮に内容を見たとしても、その内容を責める材料として使うことは関係修復を遠ざけ

ます。 

監視されているという印象は、夫婦間の信頼をさらに壊します。 

確認した事実について感情的に問い詰めるのではなく、今後どのような夫婦関係を築

きたいのかを考えることが重要です。 

 

この 8 項目は、妻を許すためではありません。 

夫婦関係をこれ以上悪化させないための最低限の行動指針です。 

感情のままに行動すると、一度は修復できたかもしれない関係まで失ってしまうこと

があります。 

まずは、この 8 つを継続して実践してください。 

それが再構築への第一歩になります。 

この章では、奥様の心理を悪化させないために、ご自身が見直していただきたい考え

方についてまとめます。 

浮気が発覚すると、多くのご主人は「妻が悪い」「妻が裏切った」という気持ちだけに

意識が向きます。 

もちろん、不貞という行為そのものは正当化できません。 

しかし、夫婦関係を再構築したいのであれば、奥様が婚姻生活の中で何を苦痛と感

じ、なぜ離婚を考えるまでになったのかという視点から、自分自身を見つめ直すこと

が欠かせません。 

ここで重要なのは、自分を責めることではありません。 



奥様が受け止めていた負担や圧迫感を正しく認識し、今後どのように接し方を変える

かを具体的に考えることです。 

 

改心課題① 支配しようとする言動はなかったか確認す

る 

奥様がもっとも強く感じていた可能性があるのが、「自分の自由を認めてもらえない」

という息苦しさです。 

例えば、 

 自分の考えを優先して決めてしまう  

 妻の意見より自分の判断を通そうとする  

 妻の予定や交友関係を細かく確認する  

 良かれと思って指示や助言を繰り返す  

こうした行動は、ご主人に悪気がなくても、奥様には「管理されている」「自分の意思を

尊重してもらえない」と映ってしまいます。 

家庭を守ろうとする責任感が強い方ほど、この傾向は強くなります。 

今後は、 

「どう思う？」 

「あなたはどうしたい？」 

という問い掛けを増やし、自分が答えを決める前に奥様の考えを聞く姿勢を意識して

ください。 

夫婦関係はリードするものではなく、お互いの意思を尊重しながら築いていくもので

す。 

 



改心課題② 愛情の伝え方が重荷になっていなかった

か確認する 

愛情を伝えることと、相手に愛情を求め続けることは同じではありません。 

実際のご相談でも、 

「家族なんだから当然だろう」 

「夫婦なんだから話し合うべきだ」 

という考え方が続いた結果、奥様が精神的な負担を感じてしまうケースは少なくあり

ません。 

愛情が強い方ほど、 

 返事を急ぐ  

 気持ちを確認したくなる  

 話し合いを求める  

 納得するまで説明を求める  

という行動を繰り返してしまいます。 

しかし、奥様から見ると、 

「また責められる」 

「また説明しなければならない」 

という緊張につながってしまいます。 

これからは、自分の安心を得るために会話を求めるのではなく、奥様が安心して話せ

る雰囲気を作ることを優先してください。 

安心感は質問の多さではなく、相手を尊重する姿勢から生まれます。 



改心課題③ 提案よりも妻の意思を確認できていたか認

識する 

夫婦関係を修復したいと考えた時、多くのご主人は解決策を提案しようとします。 

例えば、 

「旅行に行こう。」 

「もう一度やり直そう。」 

「これからは変わるから。」 

このような提案そのものが悪いわけではありません。 

しかし、奥様がまだ気持ちの整理ができていない段階では、「また私が受け入れなけ

ればならない」「断れない雰囲気がある」と感じることがあります。 

実際のご相談でも、ご主人は歩み寄っているつもりでも、奥様は「私の気持ちを聞く前

に結論だけ決められてしまう」と受け止めていたケースが少なくありません。 

今後は提案をする前に、 

「どう考えている？」 

「今は何が一番つらい？」 

「あなたはどうしたいと思っている？」 

というように、奥様の考えを確認する姿勢を優先してください。 

夫婦関係を修復するためには、自分の考えを伝えることよりも、相手の考えを受け止

める時間を増やすことが重要です。 

 



改心課題④ 妻が「NO」と言える夫婦関係だったか認識

する 

奥様が長年我慢を続けていた場合、「断ることができなかった」という感覚を持ってい

ることがあります。 

もちろん、ご主人にそのつもりはなかったかもしれません。 

しかし、 

「反対すると機嫌が悪くなる。」 

「意見を言っても結局変わらない。」 

「言い返すと話が長くなる。」 

そのような経験が積み重なると、奥様は自分の本音を話さなくなります。 

そして、その積み重ねが「もう一緒にいることが苦しい」という離婚理由につながること

があります。 

今後は、奥様が反対意見を言えた時こそ、落ち着いて受け止めることを意識してくだ

さい。 

意見が違うことは夫婦として自然なことです。 

大切なのは、反対された時に説得することではなく、「そう考えていたんだね」と受け

止められる姿勢です。 

その積み重ねが、「この人には本音を話しても大丈夫」という安心感につながります。 

 

改心課題⑤ 約束ではなく行動で安心を伝えられる夫に

なる 



浮気が発覚すると、多くのご主人は、 

「絶対に変わる。」 

「もう同じことはしない。」 

と決意します。 

しかし、奥様が見ているのは言葉ではありません。 

本当に変わったかどうかは、毎日の行動から判断しています。 

例えば、 

相手の話を最後まで聞くようになった。 

感情的に反論しなくなった。 

自分の考えを押し付けなくなった。 

妻の予定や意思を尊重するようになった。 

このような小さな変化を積み重ねることで、初めて「以前とは違う」と感じてもらえるよ

うになります。 

実際のご相談でも、再構築に成功されたご主人ほど、「変わる」と口にする回数は少

なく、日々の行動を少しずつ変え続けていました。 

反対に、「変わるから信じてほしい」と何度も伝えながら行動が変わらなかった場合、

奥様の不信感はさらに強くなってしまいます。 

夫婦関係を修復するためには、大きなことを一度するより、小さな行動を継続すること

の方がはるかに重要です。 

奥様が安心できる夫とは、約束をたくさんする人ではありません。 

毎日の接し方から「この人は以前とは違う」と自然に感じてもらえる人なのです。 

第 4 章 



妻の浮気発覚後に絶対に避けたい 10 の

行動 

妻の浮気が発覚すると、不安や怒りから普段では考えられない行動を取ってしまうこ

とがあります。 

しかし、その行動が奥様の警戒心や苦手意識を強め、離婚の決意を固める原因にな

ってしまうケースを数多く見てきました。 

ここでは、実際のご相談で再構築を難しくした行動について解説します。 

 

1 何度も浮気の話を蒸し返す 

一度話し合った内容を何日も繰り返し確認すると、奥様は「また始まった」と感じるよう

になります。 

もちろん確認したい気持ちは当然です。 

しかし、同じ質問を繰り返しても新しい事実が出てくることはほとんどありません。 

確認よりも、これから夫婦としてどう向き合うかを考える時間を増やしてください。 

 

2 毎日謝罪を求める 

「もう一度謝ってほしい。」 

「本当に悪いと思っているのか。」 

このような確認を繰り返しても、奥様の反省は深くなりません。 

反対に、 

「何をしても許してもらえない。」 



という諦めにつながります。 

謝罪は回数ではなく、その後の行動で判断することが大切です。 

 

3 浮気相手と比較する 

「相手の方が良かったのか。」 

「自分の何が負けていたのか。」 

このような質問は、自分自身を苦しめるだけではありません。 

奥様にも答えにくい質問になります。 

比較を続けるほど、ご主人の自信も失われ、夫婦関係も悪化していきます。 

 

4 妻の予定を細かく管理する 

浮気の再発が心配になり、 

帰宅時間 

外出先 

電話の相手 

休日の予定 

などを細かく確認したくなる方は少なくありません。 

しかし、管理されているという印象は、夫婦関係に安心ではなく緊張を生みます。 

信頼は管理によって回復するものではありません。 

 



5 浮気問題だけを話題にする 

夫婦の会話が浮気問題だけになってしまうと、家庭そのものが苦痛な場所になりま

す。 

子どもの話。 

仕事の話。 

日常の出来事。 

短い会話でも構いません。 

浮気以外の会話を少しずつ戻していくことも、関係修復には必要です。 

 

6 感情的に離婚を口にする 

「もう離婚だ。」 

「出て行ってくれ。」 

怒りの勢いで口にした言葉は、後から取り消しても相手の記憶には残ります。 

離婚を考えることと、感情的に口にすることはまったく違います。 

結論は冷静になってから判断してください。 

 

7 妻を試す行動を取る 

「本当に反省しているなら〇〇できるはず。」 

「愛情があるなら証明してみて。」 

このような試す行動は、奥様を疲れさせます。 

夫婦関係は試験ではありません。 



相手を試すより、自分が変わる姿勢を見せることの方が信頼回復につながります。 

 

8 子どもを巻き込む 

「お母さんは悪いことをした。」 

「どう思う？」 

子どもに夫婦問題を話すことは避けてください。 

子どもは両親のどちらかを選ぶ存在ではありません。 

夫婦問題は大人同士で向き合うことが原則です。 

 

9 SNS や検索を繰り返す 

浮気に関する情報ばかり調べ続ける方も少なくありません。 

しかし、検索を続けるほど、不安を裏付ける情報ばかり目に入りやすくなります。 

情報収集よりも、今の夫婦関係をどう改善するかに意識を向けることが重要です。 

 

10 「早く元に戻したい」と焦る 

もっとも多い失敗は焦りです。 

「今週中には戻りたい。」 

「来月までには仲直りしたい。」 

このような期限を決めてしまうと、思うように進まないたびに苦しくなります。 

信頼は短期間で回復するものではありません。 



夫婦関係の再構築は、数週間ではなく数か月、場合によっては一年以上かけて少し

ずつ積み重ねるものです。 

焦らず、小さな改善を続けることが、結果としてもっとも早い再構築につながります。 
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妻が安心できる夫になるための 30 日間

実践プログラム 

妻の浮気が発覚した後、多くのご主人は「何か特別なことをしなければ」と考えます。 

しかし、実際のご相談で夫婦関係を修復できた方に共通しているのは、大きな行動で

はありません。 

毎日の接し方を少しずつ変え、それを継続できたことです。 

信頼は一度の謝罪では戻りません。 

毎日の小さな積み重ねによって、「以前とは違う人になった」と奥様が感じられるかど

うかが重要です。 

ここでは、最初の 30 日間で意識していただきたい行動を紹介します。 

 

1 週目 何もしない勇気を持つ 

最初の一週間は、関係を動かそうと焦らないことが重要です。 

この時期は、ご主人自身も感情が不安定になっています。 

無理に話し合いを求めたり、 

謝罪を繰り返したり、 

許してほしい気持ちを伝え続けたりすると、奥様はさらに距離を置きたくなります。 



この一週間は、 

挨拶をする。 

生活のリズムを整える。 

感情的にならない。 

この三つだけを意識してください。 

何もしないことではなく、悪化させないことが目的です。 

 

2 週目 妻を安心させる生活を続ける 

二週目からは、自分自身の生活を安定させます。 

起床時間。 

仕事への取り組み。 

家事への参加。 

食事。 

睡眠。 

こうした日常を整えることで、家庭の雰囲気は少しずつ落ち着いていきます。 

奥様に変化を求める前に、自分自身の生活を整えることが、再構築の第一歩です。 

 

3 週目 聞く姿勢を意識する 

この頃になると、奥様から少し会話が増える場合があります。 

その時に大切なのは、自分の意見を伝えることではありません。 

最後まで話を聞くことです。 



途中で否定しない。 

言い訳をしない。 

結論を急がない。 

「そう思っていたんだね。」 

「教えてくれてありがとう。」 

このような受け止め方ができるようになると、奥様の警戒心は少しずつ和らいでいき

ます。 

 

4 週目 変わったことを証明する 

一か月経った頃には、「変わる」と言葉で伝える必要はありません。 

行動が変わっていれば、奥様は自然と気付きます。 

以前なら反論していた場面で冷静に受け止められる。 

以前なら予定を細かく聞いていた場面で聞かなくなる。 

以前なら不安から連絡していた場面で待てるようになる。 

こうした変化は、小さいようでいて非常に大きな意味があります。 

夫婦関係は、一日で修復するものではありません。 

しかし、一日一日の積み重ねによって、「この人は以前とは違う」という安心感は少し

ずつ育っていきます。 

 

この 30 日間で最も大切なこと 

このプログラムで一番大切なのは、奥様を変えようとしないことです。 



浮気が発覚すると、「妻に反省してほしい」「以前のように戻ってほしい」という気持ち

が強くなります。 

しかし、自分では相手を変えることはできません。 

変えられるのは、自分の接し方だけです。 

その変化を奥様が感じ、「もう一度向き合ってみよう」と思えた時、初めて夫婦関係は

前に進み始めます。 

焦らず、一つずつ行動を積み重ねることが、再構築への最短距離になります。 

第 6 章 

再構築できる夫婦と難しい夫婦の違い 

妻の浮気が発覚したからといって、必ず離婚になるわけではありません。 

一方で、「許す」と決めたにもかかわらず、数か月後に離婚へ進んでしまう夫婦も少な

くありません。 

その違いは、浮気そのものではなく、発覚後の向き合い方にあります。 

これまで数多くのご相談をお受けしてきた中で、再構築できたご夫婦にはいくつかの

共通点がありました。 

 

妻を変えようとしない 

再構築できたご主人ほど、「妻を変えよう」という考え方をしていません。 

「どうすれば妻が反省するか」 

ではなく、 

「自分はどう変わるべきか」 



という視点で考えています。 

人は相手を変えることはできません。 

しかし、自分の接し方を変えることはできます。 

その変化が奥様の安心につながり、結果として夫婦関係が変わっていくのです。 

 

結論を急がない 

浮気発覚直後は、 

離婚するか。 

許すか。 

別居するか。 

という結論ばかりを考えてしまいます。 

しかし、心が大きく揺れている時期に出した結論は、後から後悔につながることがあり

ます。 

実際のご相談でも、数週間後には気持ちが大きく変化するケースは珍しくありませ

ん。 

まずは生活を落ち着かせ、自分自身の考えを確かめる時間を持つことが重要です。 

 

感情で行動しない 

怒り。 

悲しみ。 

悔しさ。 



浮気問題では当然の感情です。 

しかし、その感情のまま、 

深夜に長文の LINE を送る。 

離婚届を突き付ける。 

親族へ連絡する。 

職場へ連絡する。 

このような行動は、夫婦関係をさらに難しくする可能性があります。 

感情は否定する必要はありません。 

ただし、感情のまま行動しないことが重要です。 

 

妻の本音を聞こうとする 

「どうして浮気したのか。」 

という理由だけを知ろうとすると、責められているように感じさせることがあります。 

それよりも、 

「何が一番苦しかったのか。」 

「いつ頃からつらかったのか。」 

という気持ちを知ろうとする姿勢の方が、奥様は話しやすくなります。 

夫婦関係は事実だけではなく、感情を理解することで改善へ向かうことがあります。 

 

約束より継続を大切にする 

「絶対に変わる。」 



「二度と同じことはしない。」 

そのような言葉よりも、毎日の接し方が変わることの方が信頼につながります。 

一か月後。 

三か月後。 

半年後。 

同じ姿勢を続けられることが、再構築には欠かせません。 

 

このマニュアルで最もお伝えしたかったこと 

妻の浮気は、ご主人にとって大きな衝撃です。 

怒りや悲しみを感じることは自然なことです。 

だからといって、自分を責め続ける必要も、無理に早く許そうとする必要もありませ

ん。 

まず必要なのは、奥様の現在の心理を正しく理解することです。 

そして、自分自身がどのような接し方をしてきたのかを振り返り、認識することです。 

相手を責め続ける時間よりも、自分の接し方を見直す時間の方が、再構築には大き

な意味があります。 

夫婦関係は、どちらか一人が勝つものではありません。 

お互いが安心して本音を伝えられる関係をもう一度築いていくことが、本当の意味で

の再構築です。 

このマニュアルが、今後どのように行動すべきかを考えるきっかけとなり、ご夫婦が冷

静に向き合う第一歩になれば幸いです。 



付録 

妻の浮気発覚後チェックリスト 

浮気が発覚すると、不安や怒りから冷静な判断が難しくなります。 

このチェックリストは、夫婦関係をこれ以上悪化させないために毎日確認していただき

たい項目です。 

すべてを一度に実践する必要はありません。 

一つずつ意識を変えていくことが、再構築への第一歩になります。 

 

毎朝確認すること 

□ 今日も挨拶を自分からする。 

□ 奥様を無視しない。 

□ 今日の自分の予定を必要な範囲で声で伝える。 

□ 妻の予定を必要以上に聞かない。 

□ 感情ではなく生活を安定させることを優先する。 

 

会話で確認すること 

□ 相手の話を途中で遮らない。 

□ 否定から話を始めない。 

□ 言い訳をしない。 



□ 妻の考えを確認してから自分の意見を話す。 

□ 「どうして？」より「どう感じていた？」を意識する。 

 

LINE・メール送信前チェック 

□ 70 文字以内になっている。 

□ 長文になっていない。 

□ 感情を書き込んでいない。 

□ 謝罪を繰り返していない。 

□ 引き留める内容になっていない。 

□ 返信を催促していない。 

□ 「今すぐ話したい」と書いていない。 

□ 送信前に一度読み返した。 

 

今日やってはいけないこと 

□ 浮気について何度も確認する。 

□ スマートフォンを操作する。 

□ 未開封メールを見る。 

□ 行き先を細かく聞く。 

□ 帰宅時間を責める。 



□ 共通知人へ相談すると伝える。 

□ 親族を巻き込む発言をする。 

□ 「例えば離婚したら」「例えば別居したら」と仮定の話をする。 

□ 「もう信用できない」と感情をぶつける。 

 

今日確認したい自分自身 

□ 妻を変えようとしていないか。 

□ 自分の安心だけを求めていないか。 

□ 妻が話しやすい雰囲気を作れているか。 

□ 相手の立場から物事を考えられているか。 

□ 行動で変化を示せているか。 

 

覚えておいていただきたいこと 

妻の浮気発覚後に最も重要なのは、早く答えを出すことではありません。 

焦って動くほど、奥様は距離を置きたくなります。 

反対に、生活が安定し、感情が落ち着き、ご主人の接し方が少しずつ変わってくると、

「以前とは違う」と感じてもらえる可能性が高まります。 

再構築とは、一日で信頼を取り戻すことではありません。 

毎日の接し方を積み重ね、「この人とならもう一度向き合えるかもしれない」と思っても

らうことです。 



焦らず、一つずつ実践してください。 

 

無料メール相談のご案内 

このマニュアルは、浮気発覚直後に避けるべき行動と、夫婦関係を悪化させないため

の基本的な考え方をまとめたものです。 

しかし、実際には、 

・浮気の期間 

・奥様の現在の心理状態 

・別居の有無 

・お子様の有無 

・離婚意思の強さ 

・ご夫婦の性格や結婚生活 

によって、適切な対応は大きく変わります。 

復縁専科では、夫婦関係の経緯や現在の状況を心理学の観点から分析し、今の段

階で優先すべき行動を具体的にご案内しています。 

一人で判断が難しいと感じた場合は、状況が悪化する前にご相談ください。 

 

 


